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K表 奨学生選考重視基準別事業主体数

L表 日本育英会との併給の可否別事業主体数

六

奨
学
生
採
用
基
準

・
日
本
育
英
会
奨
学
金
と
の
関
係

(K
表
、
L
表
)

事
業
主
体
が
奨
学
生
を
採
用
す
る
際
は
、
公
正
な
選
考
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
基
準
を
学
力
、
家
計
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
体

と
し
て
は
学
力

・
家
計
を
同
程
度
に
見
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
五

六

・
九
%
と
な

っ
て
い
る
。
(K
表
)

日
本
育
英
会
の
奨
学
金
と
の
併
給
の
可
否
を
み
る
と
、
事
業
主
体

の
七
四

・
七
%
が
併
給
可
と
し
て
い
る
。
(L
表
)

以
上
の
よ
う
に
、
奨
学
団
体
等
に
よ
る
我
が
国
の
奨
学
事
業
は
、

平
成
一

五
年
度
に
お
い
て
は
、
二
八
0
0
の
事
業
主
体
に
よ
り
、
二

七
万
人
を
対
象
と
し
て
、
七
一
二

億
円
の
事
業
費
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
前
回
調
査
時
の
平
成
一
一
年
度
か
ら
の
四
年
間
に
お
い
て
、
事

業
主
体
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
奨
学
生
数
、
事
業
規
模
は
拡
大
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
。

今
日
の
よ
う
な
、
社
会
経
済

の
急
速
な
変
化
や
、
厳
し
い
財
政
事

情
の
中
で
、
創
造
性
豊
か
で
時
代

の
要
請
に
適
応
で
き
る
優
れ
た
人

材
の
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
奨
学
事
業
に
対
す
る
社
会
の

期
待
は
非
常
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
我
が
国
の
奨
学
事
業
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
こ
ら

れ
た
関
係
者
各
位
の
御
苦
労
に
対
し
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今

後
ま
す
ま
す
我
が
国
の
奨
学
事
業
全
体
が
発
展

・
充
実
し
て
い
く
こ

と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
資
料
●

平
成

一
六
年
度
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

奨
学
金
返
還
状
況

に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

平
成

一
六
年
度
本
機
構
奨
学
金
の
返
還
状
況
の
概
要
は
次
の
通
り

で
あ
る
。
な
お
、
平
成

一
六
年
度
は
、
本
機
構
が
独
立
行
政
法
人
と

し
て
発
足
し
、
中
期
目
標
や
中
期
計
画
等
の
も
と
に
返
還
金
回
収
業

務
を
行

っ
た
初
年
度
で
あ
る
。

一

返
還
額

平
成

一
六
年
度
は
、
当
該
年
度
中
に
返
還
す
べ
き
要
返
還
額
二
、

二
九
七
億
円
に
対
し
、

一
、
七
九
0
億
円
を
回
収
し
、
こ
れ
に
繰
上

返
還
額
を
加
え
る
と
、
二
、
三
一二
八
億
円
を
回
収
し
た

(表
1
参
照
)0

こ
れ
を
人
員
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
平
成

一
六
年
度
末
に
お
い
て
返
還

す
べ
き
者

一
七
三
万
人
の
う
ち

一
四
八
万
人
が
正
常
に
返
還
中
で
あ

る
。

二

返
還
率
と
延
滞

要
返
還
額
に
対
す
る
返
還
額

(繰
上
返
還
額
を
除
く
。)
の
割
合

を
示
す
返
還
率
は
、
平
成

一
六
年
度
七
七

・
九

%
で
、
対
前
年
度

0

・
六
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た

(表
2
参
照
)。
返
還
率
は
、
こ
こ

一

0
年
以
上
に
わ
た
っ
て
低
下
し
続
け
て
い
る
。

こ
の
う
ち
当
年
度
期
日
到
来
分
を
み
る
と
、
第

一
種
奨
学
金
と
第

二
種
奨
学
金
を
合
わ
せ
た
総
合
で
は
九
二

・
四
%
と
前
年
度
水
準
を

維
持
し
た
。
第

一
種
奨
学
金
で
は
九
二

・
二
%

(対
前
年
度
0

・
一

ポ
イ
ン
ト
上
昇
)
、
第
二
種
奨
学
金
で
は
九
二

・
七
%

(対
前
年
度
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0

・
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
)
と
な

っ
た
。

一
方
、
延
滞
分
に
つ
い
て
み

る
と
、
総
合
で

一
四

・
四
%
と
前
年
度
比
三

・
0
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅

な
低
下
と
な

っ
て
い
る
。
第

一
種
奨
学
金
で
は
一
三

・
三
%

(対
前

年
度
二

・
九
ポ
イ
ン
ト
低
下
)
、
第
二
種
奨
学
金
で
は
二
0

・
0
%

(対
前
年
度
四

・
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
)
と
な

っ
て
い
る
。
返
還
率
が
毎

年
低
下
を
続
け
る
中
、
特
に
延
滞
分
の
返
還
率
の
落
込
み
が
大
き

い
。

ま
た
延
滞
額
、
延
滞
率
及
び
延
滞
人
数
の
こ
こ
五
年
の
推
移
を
み

た
の
が
表
3
で
あ
る
。
第

一
種
奨
学
金
、
第
二
種
奨
学
金
及
び
そ
の

合
計
で
あ
る
総
合
の
い
ず
れ
も
、
延
滞
額
、
延
滞
率
と
も
に
毎
年
上

昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
平
成

一
六
年
度
に
は
延
滞
額
が
五
0

七
億
円
、
延
滞
率
が
二
二

・
一
%
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
延
滞
人
数
も

増
加
し
続
け
て
お
り
、
平
成

一
六
年
度
に
は
約
二
五
万
人
を
数
え
る
。

延
滞
は
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
。

三

新
規
返
還
者
の
初
年
度
末
返
還
率

新
規
返
還
者
の
初
年
度
末
返
還
率
に
つ
い
て
は
、
中
期
計
画
に
お

い
て
九

五
%
以
上

(総
合
)
と
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成

一
六
年

度
末
で
は
、
九
三

・
四
%
と
な

っ
て
い
る
。
過
去
五
年
の
推
移
は
表

表1平 成16年度奨学金返還状況(第 一種 ・第二種奨学金合計)

(注)1.要 返還額とは、当該年度中に返還すべき額で、返還期日到来分である。

2.要 返還額及び返還額には、繰上返還額を含まない。

3.繰 上返還額とは、返還期日未到来の債権で、返還された額である。

表2返 還率等の推移(第 一種 ・第二種奨学金の合計)

(単位:返 還額 億円、返還率%)

(注)計 数 は四捨五入の関係で一致 しないことがある。

表3延 滞額 ・延滞率 ・延滞人数の推移

(単 位:延 滞額 億 円、延滞率%、 延滞人数 千人)

(注)1.「 第一種奨学金」には、一般 ・特別貸与を含む。

2.「延滞額」 とは、当該年度末で未返還となっている返還期 日が到来 した割賦金の合計である。

3.「延滞率」とは、要返還額(当 該年度中に返還すべき額で返還期 日到来分)に 対する延滞額の割合

である。

4.計数は四捨五入の関係で一致 しないことがある。
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4
の
通
り
で
あ
る
が
、

一
六
年
度
の
実
績

(対
前
年
度

一
・
二
ポ
イ

ン
ト
上
昇
)
は
良
好
で
あ
る
。
ま
た
、
延
滞
期
間
別
に
延
滞
額
を
み

る
と
、
延
滞
六
月
未
満
の
延
滞
に
お
い
て
改
善
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

延
滞
三
年
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
悪
化
し
て
い
る

(表
5
参
照
)。

四

延
滞
債
権

延
滞

の
状
況
に
あ
る
者
の
、
期
日
未
到
来
の
分
を
含
む
残
存
債
権

の
総
額
を
示
す

「延
滞
債
権
」

の
状
況
は
表
6
の
通
り
で
あ
る
。
延

滞
三
月
以
上
の
延
滞
債
権

(
い
わ
ゆ
る
リ
ス
ク
管
理
債
権
)
は
、
第

一
種
奨
学
金

一
、
一
四

一
億
円
、
第
二
種
奨
学
金
六
四
六
億
円
、
総
合

で
は

一
、七
八
七
億
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
返
還
を
要
す
る
債
権
に
対

す
る
リ

ス
ク
管
理
債
権
の
比
率
は
、
第

一
種
奨
学
金
で
は
八

・
四
%

(前
年
度
同
)、
第
二
種
奨
学
金
で
は
七

・
一
%

(対
前
年
度
0

・
一

ポ
イ
ン
ト
上
昇
)
、
総
合
で
七

・
九
%

(対
前
年
度
維
持
)
と
な

っ
た
。

五

学
種
別
の
延
滞
率
の
状
況

学
種

別
に
、
人
員
ベ
ー
ス
で
延
滞
率
の
状
況
を
み
た
も
の
が
表
7

表4新 規返還者の初年度末返還率

表5延 滞期間別延滞額分布状況(第 一種 ・第二種奨学金合計)

(単位:百 万円)

表6延 滞債権の状況(単 位:億 円)

(注)「 延滞債権」 とは、翌年度4月1日 現在で1日 以上延滞の状況 にある者の残存債権の総額であり、

「割合」 とは、「返還 を要する債権」に対する割合(単位%)で ある。

表7学 種 別 延 滞 率(人 員 ベ ー ス)

(注)

延滞率=

延滞者数/

延滞者数+無延滞者数

・×100(%)で 延人員 に対 す る もの であ る。
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で
あ
る
。
学
種
全
体
で
は
、
第

一
種
奨
学
金
に
お
け
る
延
滞
率

(
一

五

・
二
%
)
が
、
第
二
種
奨
学
金

の
そ
れ

(
一
二

・
二
%
)
よ
り
も

高
い
水
準
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
差
は
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。
学
種

別
に
み
る
と
、
ほ
ぼ
全
て
の
学
種
で
前
年
度
よ
り
も
高
く
な

っ
て
い

る
が
、
第

一
種
奨
学
金
、
第
二
種
奨
学
金
と
も
、
専
修
学
校
の
延
滞

率
が
高
等
学
校
を
除
く
他
の
学
種
に
比
べ
て
著
し
く
高

い
。

六

今
後
の
対
応

(
一
)
奨
学
金
の
返
還
金
回
収
状
況
が
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
と
も
、
返
還
者
だ
け
で
な
く
連
帯
保
証
人
や
保
証

人
に
対
し
て
も
文
書
に
よ
る
返
還
督
促
と
あ
わ
せ
て
架
電
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
法
的
措
置
を
講
ず
る
な
ど
、
本
機

構
と
し
て
返
還
金
の
回
収
に

一
層
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。ま

た
そ
の
際
、
初
期
延
滞
の
解
消
だ
け
で
な
く
、
延
滞

一
年
以

上
の
中

・
長
期
延
滞
債
権
の
回
収
も
促
進
す
る
。

(二
)
新
規
返
還
者
の
初
年
度
末
返
還
率
が
平
成

一
六
年
度
良
好
で

あ
っ
た
要
因
の

一
つ
に
リ
レ
ー
口
座

(銀
行
等
の
口
座
引
落
し
に

よ
る
返
還
)
制
度

へ
の
加
入
率
の
向
上
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
リ
レ
ー
口
座

へ
の
加
入
を
勧
め
る
。

(三
)
奨
学
金
は
貸
与
が
終
了
し
た
後
は
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
ま
た
こ
の
返
還
金
は
次
の
奨
学
生

の
奨
学
金
と
し
て
充

当
さ
れ
循
環
す
る
も
の
で
あ

っ
て
返
還
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
を
、
奨
学
生
に
対
し
て
在
学
中
か
ら
よ
く
指
導
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
こ
の
た
め
各
学
校
で
の
返
還
説
明
会
を
充
実
さ
せ
る
な

ど
、
学
校
と
協
力
し
て
奨
学
生

・
返
還
者
の
返
還
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
去
る
七
月
二
八
日
付
け
で
、
北
原
理
事
長
か
ら
各
学
校
長

あ
て
に
、
後
掲
の

「奨
学
金
の
返
還
延
滞
の
防
止
に
つ
い
て
」
の
依

頼
文
書
を
発
出
し
た
。

学 支奨 事 第13号

平成17年7月28日

各 大 学 長

各 短期 大 学長

各高等専門学校長

各 専修 学校 長

殿

独立行政法人日本学生支援機構

理事長 北 原 保 雄

奨学金の返還延滞の防止について(依 頼)

本機構の奨学金業務 につ きましては、平素 より格別の ご高配を賜 り、厚 く御礼 申し上

げます。

さて、奨学金はその貸与終了後返還するものであ り、その返還金 は後輩の奨学金の財

源 として運用 されてい く仕組み となってお り、奨学金事業を維持 ・発展 させてい く上で、

奨学金の返還が極めて重要であることはいうまでもあ りません(別 添資料①参照)。

しか しなが ら、奨学金の返還に係 る延滞額 ・延滞率及び延滞人数が増加 し続 けてい ま

す。平成16年 度末現在 、延滞額は500億 円を超え、延滞人数は24万9千 人に上るなど、返

還の延滞は今 日憂慮すべ き状況になってお ります(別 添資料②参照)。

このような状況にかんがみ、本機構 としては、連帯保証人や保証人 も含めた返還者に

対 して返還督促 を強化す るとともに必要に応 じた適切 な法的措置 を講ずるなど、返還金

の回収に一層積極的 に取組 む所存であ ります。

各学校 におかれま しては、本機構奨学金事業の趣 旨及び返還 の状況 ・重要性 をご理解

の上、下記事項 に配慮 しつつ、奨学金の返還延滞防止 について、格段のご協力 を賜 りま

す ようお願いいた します。 なお、各学校の延滞率、口座引落 し(リ レー口座)の 加入率

等 については、お ってお知 らせいた します。

記

(1)延 滞の防止 は、つ まるところ奨学生一人ひとりが返還意識 を しっか り身に付 けること

が基本であ ります。

貴校奨学生 に対 して、「奨学金は滞 りな く確実 に返還す ることが必要であること」、「返

還金は次の奨学生のための奨学金の財源 となる重要なものであること」、また、「借 りた

もの を返還す ることは、社会人 として当然の ことであ ること」 など、返還意識 を高める

ことを在学中から徹底 してご指導 をお願い します。

(2)奨 学生への指導の一環 として、奨学金貸与終了予定者を対象 に、毎年 「返還に関する

説明会」 を開催 し、返還の意義 ・重要性 を理解 させ るとともに、返還に関す る手続 きを

周知徹底す るようお願 い します。なお、9月 下旬には、「返還のてび き」、「返還誓約書」

及び返還説明会用の説明マニュアル(平 成17年 度版)を 送付する予定であ ります。

本機構では、各学校の延滞率、 リレー口座加入率の状況等 を踏 まえ、返還説明会にお

け る説明のため、本機構の職員 を派遣することを計画 してお ります。

(3)貸 与終了時には、返還誓約書 を確実に本機構に提 出 していただ くとともに、その際

「リレー口座」に全員加入するようご指導 をお願 いします。(「リレー口座」制度 は、返還

を円滑 に行 うため に有効 に機能 しています。)

※別添資料は省略


